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《総括》 

 

 新型コロナウイルスの感染拡大が本格化した令和２年度は、サロン運営や配食ボランテ

ィアなど地域住民や地区社協活動の一時休止、中止が相次ぎました。三次市社会福祉協議

会の介護予防事業（市受託）や地域福祉事業の実施も一部見送らざるを得ない状況があり

ましたが、新しい生活様式を取り入れ、３密を避けながら、孤立を防ぎつながりを絶やさ

ない、誰もが安心できる地域福祉活動が継続できるよう取り組みを行いました。 

 また、法人運営においては指定管理施設（君田、三良坂）の廃止、三次市福祉保健セン

ターの指定管理受託に向けた組織や事業の再構築等の検討を行いました。 

三次市社会福祉協議会が令和２年度に取り組んだ「法人運営」「地域福祉事業」「介護

保険事業」などの概要は次の通りです。 

 

「法人運営」  

  令和元年度の総務部会の答申を受け、職員給与、手当等改正の円滑な実施による支出 

 の削減や働き方改革の推進に取り組みました。また、指定管理施設や介護保険事業再編 

 に伴う経営・財政基盤の見直しと活動拠点や財源確保に向けて市との協議を重ねました。 

「地域福祉事業」 

  感染症拡大防止により三次市社会福祉協議会が実施する地域福祉事業や住民福祉活動 

 に自粛、縮小が求められた中、「元気サロン」「ふれあいいきいきサロン」や地域健康 

 づくり事業の運営支援を行うなど、事業を推進していくための地域との協働に積極的に 

 取り組みました。さらに第５次地域福祉活動計画の目標である地域共生社会の実現に向 

 けて、市内１９地区社協と地域活動の諸課題について協議検討を行い、連携、関係強化 

 を図りました。 

  また、新型コロナウイルス感染拡大による減収等により生活福祉資金特例貸付申請者 

 が大幅に急増、県社協や市、地域包括支援センターなどと連携し、生活困窮者の包括的 

 な自立支援に取り組みました。「福祉サービス利用援助事業かけはし」や「権利擁護セ 

 ンターもみじ」においても利用者が増加していく中で、関係機関と連絡調整を図りなが 

 ら、適時適切に利用者のニーズを把握し相談支援活動を行いました。 

  そのほか、災害時等迅速な情報を発信することができる SNS（フェイスブック）の 

 開設やコロナ禍において人と人とのつながりの大切さを呼びかけた「ふれあい応援メッ 

 セージ事業」を実施し、多くのメッセージが市民から寄せられました。 

「介護保険事業」 

  利用者の減少や感染症の影響により介護保険事業の減収がさらに進み、介護人材も不 

 足する中、法人内職員の各事業所への弾力的な応援出向など、経費削減とともに効率的 

 な事業所運営に取り組みました。三良坂のデイサービス事業は廃止となりました。 

「その他」 

  共同募金事業、日本赤十字社事業への協力、「出前講座」「ボランティアはるかぜネ 

 ット」事業などを行いました。 
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Ⅰ 法人運営の取り組み 

 

１． 沿革・歩み 

平成１５年１２月１６日 広島県知事より新社会福祉協議会設立認可 

平成１６年 ４月 １日 三次市・君田村・布野村・作木村・吉舎町・三良

坂町・三和町・甲奴町の各社会福祉協議会が合併

して「三次市社会福祉協議会」となる。 

平成１７年 ４月 １日 ホームヘルプセンターさくぎ・ふの事業所統合に

より「ホームヘルプセンターみよし北」開設 

平成１８年 ４月 １日 ホームヘルプセンターきさ・みらさか事業所統合

により「ホームヘルプセンターみよし南」開設 

平成２０年 ４月 １日 グループホームみらさか「のぞみ苑」開設（指定

管理施設） 

平成２０年 ４月 １日 ケアプランセンター江水園・ふの事業所統合によ

り「ケアプランセンターみよし北」開設 

平成２０年 ４月 １日 「権利擁護センターもみじ」開設 

平成２０年 ５月 １日 「デイサービスセンターみわ」開設 

平成２１年 ６月 １日 ケアプランセンターみよし・きみた事業所統合に

より「ケアプランセンターみよし」開設 

平成２１年 ６月 １日 ケアプランセンターきさ・みわ事業所統合により

「ケアプランセンターきさ」開設 

平成２２年 ７月 １日 ケアプランセンターみよし・みよし北事業所統合

により「ケアプランセンターみよし北」開設 

平成２３年 ４月 １日 三次西健康づくりセンター指定管理開設 

ホームヘルプセンターみよし・みよし北事業所統

合により「ホームヘルプセンターみよし」開設 

平成２３年 ５月 １日 「デイサービスセンターみよし」開設 

平成２６年１０月 １日 ケアプランセンターみらさか・きさ事業所統合に

より「ケアプランセンターみよし南」開設 

令和 元年 ９月 1 日 ケアプランセンターみよし北・南 事業所統合に

より「みよし社協居宅介護支援事業所」開設 

令和 ２年 ３月３１日 「福祉レンタルみよし」廃止 

令和 ２年１０月３１日 吉舎老人福祉センター指定管理廃止 

令和 ３年 ３月３１日 君田保健センター・みらさか福祉センター・君田

小規模老人ホームむつみ荘指定管理廃止  

「デイサービスセンターみらさか」廃止 
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２． 事務所の所在地    

 

  本所    〒728-0013 三次市十日市東三丁目１４番１号 

              三次市福祉保健センター内 

         電 話（０８２４）６３－８９７５ 

         ＦＡＸ（０８２４）６２－６８２７ 

君田支所  〒728-0401 三次市君田町東入君７１８番地６ 

              君田保健センター内 

         電 話（０８２４）５３－２９６４ 

         ＦＡＸ（０８２４）５３－７００２ 

布野支所  〒728-0201 三次市布野町上布野１１０９３番地１ 

              布野保健福祉センター内 

         電 話（０８２４）５４－２０４２ 

         ＦＡＸ（０８２４）５４－２８８３ 

作木支所  〒728-0124 三次市作木町下作木１５０３番地 

              作木老人福祉センター内 

         電 話（０８２４）５５－２１１９ 

         ＦＡＸ（０８２４）５５－７００２ 

吉舎支所  〒729-4211 三次市吉舎町吉舎７２３番地１ 

              吉舎保健センター内 

         電 話（０８２４）４３－３３０１ 

         ＦＡＸ（０８２４）４３－７００５ 

三良坂支所 〒729-4304 三次市三良坂町三良坂７３７番地１ 

              みらさか福祉センター内 

         電 話（０８２４）４４－２１８２ 

         ＦＡＸ（０８２４）４４－７００５ 

三和支所  〒729-6702 三次市三和町敷名１１４６０番地２ 

              みわ総合福祉センター内 

         電 話（０８２４）５２－３１４３ 

         ＦＡＸ（０８２４）５２－７００９ 

甲奴支所  〒729-4102 三次市甲奴町西野５９２番地 

              三次市甲奴健康づくりセンターゆげんき内 

         電 話（０８４７）６７－２０７５ 

         ＦＡＸ（０８４７）６７－２１９５ 

江水園   〒728-0131 三次市作木町香淀６５５番地 

         電 話（０８２４）５５－３３８８ 

         ＦＡＸ（０８２４）５５－７０６６ 

グループホームみらさか 

      〒729-4303 三次市三良坂町灰塚３７番地１２ 

         電 話（０８２４）４４－３７３８ 

         ＦＡＸ（０８２４）４４－７１０１ 

三次西健康づくりセンター 

      〒728-0026 三次市日下町１４３番地１ 

         電 話（０８２４）６５－０３２１ 

         ＦＡＸ（０８２４）６５－０３６２ 
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３． 三次市社会福祉協議会組織図（令和３年３月３１日現在） 

 

 

三次⻄健康づくりセンター

地域福祉課⻑ 鹿本

総務係⻑ 還来地

江⽔園園⻑ 足利

のぞみ苑苑⻑(兼)

総務係員 竹原・
田辺・⻄村・藤原

地域福祉係員
清本・原・平林

事務局⻑ 岡

会 ⻑ 田村

⽣活⽀援係⻑ 田村
⽣活⽀援係員

藤永・藤井・大坪

地域福祉係⻑ 安井

理事会 ⑼ 評議員会 ⒅

ゆげんき職員 佐倉・未定
花神・平山・有原・未定

次⻑兼総務課⻑ 大田

江⽔園職員

監査委員 ⑶

福祉サービス係⻑ 新田

地域⽀援係⻑兼⽣活⽀援
コーディネーター1層

梶原

東部⽀所担当
（2層コーディネーター）
兼地域⽀援係員 高橋

川地・三和⽀所担当
（2層コーディネーター）
兼地域⽀援係員 天野

地域⽀援係員
重広

福祉サービス課⻑
兼のぞみ苑苑⻑ 中野

本所（三次市保健福祉センター）

福
祉
サ
ー
ビ
ス
課

三次⻄健康づくりセンター

地域福祉課⻑
兼 君田・作木
⽀所⻑
兼 ⽣活⽀援係⻑

⑴

総務係⻑
兼 三和⽀所⻑

⑴

特別養護老人ホーム
江⽔園 園⻑⑴

総務係員
⑷

事務局⻑⑴

会 ⻑ ⑴

⽣活⽀援係⻑
（権利擁護センター⻑）

兼務 ⑴

理事会 ⑼ 評議員会 ⒅

ゆげんき職員
⑹

江⽔園

のぞみ苑

副会⻑ ⑵ 監査委員 ⑶

福祉サービス係⻑
⑴

南部（粟屋・⻘河・川地
・三和）担当
兼務⑴

中部・⻄部（⼗⽇市・酒屋・
八次・和田・神杉）担当

兼務⑴

福祉サービス課⻑
⑴

地域福祉係⻑
兼 吉舎・甲奴⽀所⻑

⑴

地域福祉係員
兼 地区担当 ⑶

デイサービスセンターふの
みよし社協居宅介護⽀援事業所

デイサービスセンターさくぎ

ホームヘルプセンターみよし南
（吉舎）

デイサービスセンターみらさか

デイサービスセンターみわ

デイサービスセンターみよし
ホームヘルプセンターみよし

グループホームみらさか
のぞみ苑 苑⻑⑴

次⻑兼総務課⻑
兼 三良坂⽀所⻑

⑴

東部（田幸・川⻄・吉舎
・三良坂・甲奴）担当

兼務⑴

地⽀援係員
兼 地区担当 ⑸

地域⽀援係⻑
兼 布野⽀所⻑

⑴

北部（君田・布野・作木・
三次・河内）担当
兼務⑴

⽣活⽀援係員
（権利擁護センター）
兼 地区担当 ⑶
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４． 役員評議員一覧（令和３年３月３１日現在） 

 

  

理事（会長） 亀井源吉  評議員 多門寺賢爾 

理事（副会長） 尾﨑義男  評議員 秋本益徳 

理事（副会長） 有田雅俊  評議員 上森幹雄 

理事（常務理事） 岡本一彦  評議員 児玉一基 

理事 森田和利  評議員 佐藤 巧 

理事 麓 知子  評議員 新家嘉宏 

理事 鷲尾 實  評議員 佐島澄夫 

理事 添田龍彦  評議員 加藤利明 

理事 牧原英敏  評議員 松田敏昭 

理事 田村眞司  評議員 原田豊春 

理事 鴨池致良  評議員 佐倉 正 

理事 福永 要  評議員 加藤良二 

理事 森末善彦  評議員 藤永信昭 

理事 足利晃昭  評議員 田村芳和 

定数 １４名   評議員 伊藤 榮 

監事 山口幸三  評議員 金広克枝 

監事 藤井敏美  評議員 片岡征治 

監事 安永 統  評議員 新元史子 

 定数  ３名    定数 １８名 

 任期 令和元年６月２４日から令 

    和３年定時評議員会終結の 

    時まで 

  任期 平成２９年４月１日か

ら令和３年定時評議員

会終結の時まで 
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５． 三次市社会福祉協議会本支所・施設・年代別職員数（令和３年 3 月 31 日現在） 
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６． 会議の開催 

 三次市社会福祉協議会の基本方針に基づいた活動、事業を計画的に展開してい 

くために、根幹となる役員・評議員と事務局職員が法人運営に参画することによ 

り社協活動を活発化させ、地域の活動により多くの住民が参画できる場面をつく 

っていくために、次の関係会議を開催しました。 

 

（１） 正副会長会議 

（２） 理事会 

（３） 評議員会 

（４） 監査会 

（５） 業務調整会議 

（６） 社協事業検討会議 

 

   〔正副会長会議〕 

      法人運営や理事会・評議員会開催の事前協議を行うために毎月開催しました。 

   〔理事会〕 

第１回 

令和 ２年 ６月１２日 

職務執行状況報告 

令和元年度事業報告並びに決算の承認 

評議員選任・解任委員会委員の選任 

理事候補者の推薦 
評議員会の招集 

第２回 

令和 ２年 ６月２９日 
会長の選定 

第３回 

令和 ２年１２月 １日 
職務執行状況報告 

第４回 

令和 ３年 ３月２２日 

報告 

令和３年度事業計画の承認 

令和３年度収支予算の承認 

定款の一部変更の承認 

評議員選任解任委員会運営規程の一部変更 

評議員候補者の推薦 

評議員選任解任委員会の招集 

評議員会の招集 

功労者表彰の承認 

理事候補者の推薦 
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   〔評議員会〕 

開催日 内容 

第１回 

令和 ２年 ６月２９日 

令和元年度事業報告並びに決算の承認 

理事の選任 

第２回 

令和 ３年 ３月２４日 

令和３年度事業計画の承認 

令和３年度収支予算の承認 

定款の一部変更の承認 

功労者表彰の承認 

理事の選任 

   〔監査会〕 

第１回 令和 ２年 ６月 ３日 令和元年度決算監査 

第２回 令和 ２年１１月１９日 令和２年度中間監査 

   〔業務調整会議〕 

      毎月開催し、事務局長、課長、施設長、課長補佐の管理職で、事業の効果

的・効率的な展開のために、業務の調整を行いました。 

 

７． 社協組織の基盤強化と活動財源の確保 

（１） 役員・評議員及び職員研修 

      外部の研修会等を積極的に活用し、職員の資質の向上に努めました。なお、

社会福祉法人役員研修などの法人外研修の多くが、新型コロナ感染症拡大防止

のため中止となりました。 

〔法人内研修会等開催状況〕 

研修名、内容など 参加人数 

介護保険事業所管理者、事業部門別会議・研修（定例） 事業所職員 

   〔法人外研修会等参加状況〕 

研修名、内容など 参加人数 

ひろしま社協活動推進会議コロナ禍における地域福祉活動推進プロジェクト １名 

広島県介護支援専門員更新・専門研修課程Ⅱ １名 

ひろしま社協活動推進会議介護保険・自立支援研修会 １名 

相談援助技術向上研修 １名 

広島県生活支援コーディネーター育成研修・情報交換会 １名 

社協経理研修 １名 

広島県認知症介護実践研修 ３名 

成年後見制度実務者研修 １名 

技能実習責任者研修 ３名 

など 
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（２）社協会員の加入促進 

      社協会員の加入促進の取り組みとして、「みよし社協だより」やホームペー

ジなどを通じて、広報活動や事業の紹介に努めました。 

社協会費の令和２年度実績は、５，５４４，４００円となり、対前年比で２．

６％の減となりました。 

 

   〔会費・寄付金実績〕                  （単位：円） 

勘定科目 予算額 実績額 令和元年度実績額 

会費収入 6,027,000 5,544,400 5,691,600 

 一般会費 5,462,000 5,153,400 5,292,800 

 賛助会費収入 410,000 246,000 285,000 

 特別会費収入 155,000 145,000 125,000 

一般寄付金収入 8,620,000 6,135,743 7,707,867 

指定寄付金収入  505,000 5,038,839 

会費・寄付金合計 14,647,000 12,185,143 18,438,306 

    

   〔会費・寄付金の推移〕                                          単位：千円 

年度 
３０ 元 ２ 

件数 金額 件数 金額 件数 金額 

会費収入 11,545 5,702 11,456 5,691 11,083 5,544 

前年対比（％）  ▲3.5%  ▲0.2%  ▲2.6% 

寄付金収入 532 7,515 555 12,746 481 6,640 

前年対比（％）  ▲1.1%  171.5%  ▲47.9% 

 

（３）苦情解決体制 

第三者委員などによる福祉サービス苦情処理連絡会議を設置し、社会福祉

協議会のサービスへの苦情と苦情処理体制の現況を報告しました。なお、令

和２年度は、該当案件はありませんでした。 

 

８． 三次市指定管理施設の管理運営 

 三次市から１０拠点１５施設の指定管理施設の管理委託を受け、地域の福祉拠 

点として、多様化する住民ニーズに対応した福祉・保健サービスの提供に努めま 

した。 

 

   〔指定管理施設〕１０拠点１５施設 
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（１）みらさか福祉センター（令和３年３月３１日指定管理廃止） 

（２）吉舎保健センター及び吉舎老人福祉センター 

※吉舎老人福祉センター（令和２年１０月３１日指定管理廃止） 

（３）みわ総合福祉センター 

（４）君田保健センター（令和３年３月３１日指定管理廃止） 

（５）君田小規模老人ホームむつみ荘（令和３年３月３１日指定管理廃止） 

（６）作木老人福祉センター「せせらぎの里」及び作木老人デイサービスセンター 

（７）布野保健福祉センター及び高齢者共同生活支援施設 

（８）特別養護老人ホーム「江水園」及び作木あんしんリビング 

（９）グループホームみらさか 

（１０） 三次西健康づくりセンター及びデイサービス施設 

 

 

Ⅱ 地域福祉事業 

 
１． 地域福祉活動の推進 

  新型コロナウイルス感染症の影響で、地域福祉活動が中止あるいは延期となり、

一部の活動は再開したものの、通いの場の多くが引き続き休止となるなど、地域

福祉活動に多大な影響がありました。そのなかで、感染予防に配慮しながら“つ

ながりを途切れさせない福祉活動”を関係機関・団体と連携し取り組みました。 
 

（１）ボランティアはるかぜネット（住民参加型在宅福祉サービス） 
地域住民の方の生活を支えるとともに、住民同士の支え合いを進めるため、

今年度もサービス調整と利用会員、活動会員の拡大のための取り組みを行いま

した。 
① ボランティアはるかぜ会員の登録状況 

年度 元 ２ 
会員数 ５４名 ４６名 

② はるかぜ会員活動時間・件数 
年度 元 ２ 

件数 ３７１件 ２３１件 
延活動時間 ４３１時間 ２４５時間 

③ 「助け合いネットワークみよし連絡協議会」 
      構成団体（JA 三次たんぽぽの会、ボランティアグループみよし、生協ひ      

   ろしまくらしの助けあい、広島医療生活協同組合）と日頃から連携を再確認 
   する予定でしたが、会議を開催することができませんでした。 
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（２）ふれあいいきいきサロン事業の推進 
サロン活動助成状況 

年度 元 ２ 
助成先サロン数 ９７ ９９ 

 
（３）地域健康づくり事業 
   住み慣れた地域で心身ともに健康で暮らし続けるために、趣味や楽しみの 
  共有、役割づくりができるような環境づくりに取り組みました。 
 
  ① 地域デビュー講座 
   「作木町 男のコーヒードリップ教室」を開催。 
  地区社協や自治連合会と共同開催することで、地 
  域への周知や教室終了後の活動につなげることが 
  できました。 

開催日 
9 月 11 日 9 月 27 日 

10 月 11 日 
参加者（定員 10 名） 10 名 

   
    ②  サロン訪問 
   いきいきふれあいサロン活動助成金を受け活動されているサロンを訪問し、 
  地域と社協職員の顔の見える関係づくりをすすめると共に、サロンの活動状況 
  や課題の聞き取りを行いました。 

助成サロン数 ９９サロン 
訪問サロン数 ５４サロン 

 
（４）出前講座 

      地域のサロン、学校、地区社協、老人クラブなどでふれあい出前講座を開催 
     しました。 

年度 元 ２ 
対象講座 １０講座 １０講座 
実施回数 ７７回 ３０回 
受講者数 １，３２４名 ４３０名 
 

２． 地区社協活動育成事業 
     小地域福祉活動の中核を担う地区社会福祉協議会の活動が、円滑に行われるよ

うに、活動助成や研修会を企画しました。 
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（１）令和２年度地区社会福祉協議会役員研修会 
日時 令和３年３月９日 
内容 テーマ：「住民主体の地域福祉を考える 

～地区社協と市社協の連携による地域福祉～」 
講 師：ローカリズム・ラボ  井岡 仁志 氏 

 
（２）各地区社会福祉協議会との連携・協働 

      各地区社会福祉協議会、地区社会福祉協議会連合会の会議への参加や行事へ

の協力を例年行ってきましたが、令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影

響で、会議や事業の中止が相次ぎ、例年通りの取り組みができない中、２カ所

の地区社協へ地域情報の聞き取りに訪問しました。 
 

（３）地区社協事業活動概況 
令和２年度も各地区社会福祉協議会では、様々な地区内での福祉活動を計

画されていましたが、新型コロナウイルス感染症の影響により、多くの人が

参加し、交流を目的とした敬老行事やつどいなどの行事の多くを中止せざる

を得ませんでした。しかし、人と人が会えない状況が続く中で、人と人との

つながりの大切さを再認識したこともあり、感染予防に取組みながら高齢者

の訪問活動やスポーツ行事などを開催し、地域住民の交流を大切にした福祉

活動に取り組まれました。 
 

３． ボランティアセンター事業 
  新型コロナウイルス感染症拡大により、

三次市でもマスクが不足する状況が起こり

ました。そのような中、三次市ボランティ

アセンターに登録されているボランティア

グループの方に手作りマスクの作製をお願

いしたところ、材料の提供もできない状態

でしたが、たくさんのご協力をいただきま

した。皆さんから約１，２００枚のマスクが届けられ、市教育委員会を通して児

童クラブや包括支援センターなどを通して必要とされている方に渡していただき

ました。 
 
（１）ボランティアの発掘・育成 

①２０２０「夏・体験物語」 
新型コロナウイルス感染防止のため事業の実施を中止しました。 
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（２）ボランティアグループへの活動助成 
助成団体数 ２団体 

ボランティアグループみよし、三次点訳サークルほおずき 
助成総額 ４０，０００円 

 
（３）ボランティア活動保険 

区分 登録グループ数 活動保険加入者数 
年度 元 ２ 元 ２ 

本所 ４７ ３５ ２，６２９ １，９６４ 
君田 ４ １ ８９ ９ 
布野 ７ ４ ３７ ２６ 
作木 ５ ２ ５５ ３０ 
吉舎 ５ ２ １７２ ３２ 
三良坂 ４ ４ ７３ ７５ 
三和 ３ ３ ９５ ９２ 
甲奴 ３ １ １３７ １０４ 
合計 ７９ ５２ ３，３６０ ２，３３２ 

 
（４）三次なんでもボランティアバンクへの登録と応募 

年度 元 ２ 
登録団体数 ２５ ２４ 

 
（５）手話・点字・録音ボランティア養成講座（市受託） 

    〔手話奉仕員養成講座〕協力：三次手話サークル竹 
年度 元 ２ 
期間 ５月～３月 ６月～３月 
回数 ３５回 ３５回 

受講者数 １５名 ５名 
修了者数 １０名 ４名 

     
    〔録音ボランティア養成講座〕 協力：三次朗読奉仕者友の会 

年度 元 ２ 
期間 ９月～１月 ９月～１２月 
回数 ５回 ４回 

受講者数 １７名 １５名 
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      ※令和３年１月１６日に最終回開催を予定していましたが、新型コロナウイ 
       ス感染防止の配慮から開催中止となりました。 

 
〔要約筆記一日講座〕 協力：広島県北三次難聴者・中途失聴者協会 

    三次市要約筆記サークル「うかい」 
年度 元 ２ 
期間 １１月 ６月 
回数 １回 １回 

受講者数 ３名 ７名 
    
    〔点訳ボランティア養成講座〕 協力：三次点訳サークルほおずき 

年度 元 ２ 
回数 １１回 １０回 

受講者数 １３名 ７名 
修了者数 ８名 ６名 
※令和３年２月２０日に入門講座開催を予定していましたが、新型コロナウ 
 イルス感染防止の配慮から開催中止となりました。 
 

（６）三次市被災者サポートボラネット推進事業 
① 被災者生活サポートボラネット研修会の開催 

       平成３０年７月の豪雨により被災した三原

市災害ボランティアセンターの活動について

担当職員と地区社協役員を招き、災害ボラン

ティアセンターの運営について学びました。 
② 災害対応資機材の整備 

       研修会や災害ボランティアセンターで活用するためにワイヤレスアンプを

整備しました。 
 

４． 生活支援体制整備事業（市受託） 
  地域における生活支援・介護予防サービスの提供体制を整備することを目的と

して、生活支援コーディネーター６名（第一層１名、第二層５名）を配置し、関

係各機関と連携を図りながら事業に取り組みました。 
（１）地域の実態把握・情報整理・課題分析の取組 

       他機関（三次市高齢者福祉課・健康推進課・市支所・三次市包括支援セン

ター）と連携し、地域ケア会議等に参加しました。そのなかで、地域課題把

握や地域資源を活用した課題解決への支援を協働して取り組みました。 
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（２）地域資源マップの活用による地域での資源把握・開発の取り組み 
三次商工会議所・三次地区医師会など８組織や市内事業所から情報提供を 

いただき、令和２年３月に発刊した『三次市高齢者生活支援情報誌～あなた

の生活応援します～（令和元年度版）』を活用し、各地域（三良坂町・三和

町）の地域ケア会議などで地域版を作成しました。町内の福祉・社会資源を

紹介する内容で、民生委員、児童委員をはじめ支援者に配布し、高齢者の生

活支援に活用されます。 
 

（３）協議体に関する取組み 
       協議体の設置に関することで、行政（三次市高齢者福祉課・健康推進課・

市支所）、三次市地域包括支援センターと協働し、地域ケア会議等に参加し、

地域課題把握や地域資源を活用した課題解決への支援を行いました。 
また、新たな地域ケア会議立ち上げにも関わり、生活支援体制整備事業の

進める「協議体」との関連性を追求しながら、話し合いの場づくり支援を行

いました。 
 

（４）生活サポーター登録 
生活サポート会員に１名の新規登録がありました。 

生活サポート会員 ２９名 
    
      （５）地域住民の通いの場としての元気サロンの開設支援 

高齢になっても「元気」で過ごせるように、また地域ぐるみの支え合いの

場となるよう「元気サロン」の活動と立ち上げ支援を行いました。 
新型コロナウイルス感染症の拡大により、立ち上げを予定されていた２カ

所のサロンが説明会を延期され、新規開設は１１カ所となりました。立ち上

った元気サロンの体力測定会（３ヶ月、６ヵ月、１年）においても、感染拡

大防止として、中止や延期が多数となりました。 
また、元気サロンを開催されるにあたって感染予防対策実施や自粛時のフ

レイル予防などの文書を作成し、全サロンに配布し周知を行いました。令和

３年３月末現在、市内５１カ所で元気サロンが取り組まれています。 
 

元気サロン説明会 １１か所 
十日市（２）、酒屋（１）、青河（１）、川西（１）、

甲奴（６） 
元気サロン支援 ・元気サロン（市内全域５１か所）の活動支援 

・新規立ち上げ支援 【１１か所】目標：１７カ所 
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十日市：岡竹元気サロン、十日市 6 区元気サロン 
酒 屋：ふねぞげんきサロン 
青 河：下青河元気サロン 
川 西：上田いきいきサロン 
甲 奴：品・掛谷元気サロン、カーター通り駅元気サロ

ン、梶田下志元気サロン、祇園元気サロン、橋

本元気サロン 2020、西谷元気サロン 
・支援内容 
説明会   １１カ所 延３２回 参加者２８２名 
体力測定会  ３５回 参加者２８７名 
アンケート調査  体力測定時に実施 

 
    ５．  三次市生活サポート事業（市受託） 

     要支援者が自宅で安心して自立した生活を送ることができるように、ボランテ

ィア（生活サポート会員）による日常のちょっとした困りごと（掃除、洗濯、調

理、買い物等）を地域で支え合う事業ですが、利用者はありませんでした。 
 

６． 福祉教育活動推進事業 
     福祉教育の推進のため、小中学校に対して活動助成金を交付するとともに、福

祉学習への職員派遣や講師調整、資機材の貸し出しを行いました。 
 

（１）福祉教育推進校の指定と活動助成 

小学校（２０校） 
三次、十日市、八次、青河、酒河、田幸、和田、神

杉、川地、川西、君田、布野、作木、吉舎、八幡、み

らさか、三和、小童、甲奴、河内 

中学校（ ９校） 
三次、塩町、君田、布野、吉舎、みらさか、三和、甲

奴、作木 
 
（２）福祉学習への社協職員派遣 

小学校（２校） 三和、田幸 
 
（３）福祉体験学習の講師調整、活動機材の貸出 

    〔活動機材の貸出〕 
小学校（１校） 十日市 
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７． 広報事業 
     三次市社会福祉協議会の活動や事業をはじめ、地域福祉の推進や制度、サービ

スについて広く地域住民や当事者、関係者の方の理解・協力を得るために、様々

な方法による情報発信や提供に努めました。 
（１）市社協広報誌「みよし社協だより」の発行 

       発行回数：年６回（偶数月） 
       発行部数：１回２４，６００部 

（２）市社協ホームページへの情報掲載 
年度 元 ２ 

アクセス数 ３４，１６８件 ３２，３７６件 
（３）SNS（フェイスブック）の開設による情報発信・交流 
（４）市社協支所・施設だよりの発行 
（５）市内在局の報道機関への各種研修会の開催等の情報提供 

 
 
Ⅲ 福祉サービス利用の相談と支援 
 

１． ふれあい福祉センター事業 
     月～金曜日の平日、社協職員が電話や来所での相談に対応しています。また、 
    年３回、土曜日に弁護士による法律相談を行いました。 
 

（１）心配ごと相談 
    〔相談体制〕 

 相談体制 開設状況 
本所 社協本所 職員 月～金曜日（祝・祭日除く） 
支所 社協支所 職員 月～金曜日（祝・祭日除く） 

〔相談件数〕 
来所相談 ８０名 
電話相談 １７０件 
合計 ２５０件 
 

（２）法律相談 
       相談体制 ： 弁護士 
       開設状況 ： 年３回 

年度 元 ２ 
相談件数 ８件 ５件 
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（３）相談窓口の広報 

広報の方法 
市社協だより、音声告知放送、関係団体・各窓口へのチラ

シ配布など 
 

２． 福祉サービス利用援助事業「かけはし」 
     認知症や知的障がい、精神障がいなどにより支援が必要な方に対して、福祉サ

ービスの利用支援や日常的な金銭管理、通帳・印鑑・証書等の預りなどの援助を

行いました。 
 

（１）生活支援員 
年度 元 ２ 

活動従事者数 １０名 ５名 
 

（２）相談件数等  
 問合せ件数 相談等件数 

１ ２  １ ２ 

「かけはし」

に関するもの 

認知症高齢者等 ０ ３ ６３ ３３ 
知的障がい者等 ０ １ ０ ６ 
精神障がい者等 ０ ３ ２０ １６ 

その他 ０ ０ ４ ２ 
その他の相談・援助 ５ ５ ０ ０ 
合計 ５ １２ ８７ ５７ 
 

（３）契約件数 
 
 
 
対象者 

年度当初の
実利用者数 

契約件数 
左記のうち
被生活保護
者数 

契約終了件数 
左記のうち
被生活保護
者数 

３月末日の
実利用者数 

元 ２ 元 ２ 元 ２ 元 ２ 元 ２ 元 ２ 

認知症高
齢者等 

９ １３ １２ １３ １２ ２ ７ ８ ５ 1 １３ １８ 

知的障が
い者等 

１１ ９ ２ ４ １ ０ ３ ２ ２ 1 ９ １１ 

精神障が
い者等 

６ １６ １２ ８ ５ ２ １ ７ １ ５ １６ １７ 

その他 １ １ ０ ２ ０ ２ ０ ０ ０ ０ １ ３ 

合 計 ２７ ３９ ２６ ２７ １８ ６ １１ １７ ８ ７ ３９ ４９ 
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（４）ケース検討会議参加   ２４回 
（５）関係機関連絡会議と研修会への参加  ３回 

 
３． 権利擁護センターもみじ 

     法人後見の受任を行うともに、住民の方の身近な相談の場所となるよう努めま 
        した。法人後見の受任にあたっては、契約締結審査委員会を開催して審議しまし 
        た。また、昨年度市民後見人が２名選任され、後見活動を行いました。 
 

（１）契約締結審査委員会 
第１回 令和２年 ４月 ２２日 
第２回 令和２年 ９月 １６日 
第３回 令和３年 １月 ２１日 
第４回 令和３年 ３月 １１日 

（２）相談会の開催 
       成年後見・権利擁護等に関する相談会を開催しました。 

開催日 場所 
１１月１７日 布野保健福祉センター 
１１月１８日 三次市福祉保健センター 
１１月１９日 みらさか福祉センター 

（３）相談実績 
区分 一般相談 後見 

本人 ３ ０ 
家族 ５ ４ 
介護支援専門員 ４ ０ 
在宅事業所 １３ ３ 
施設・病院 １５ ４ 
民生委員 ０ ０ 
行政・包括 ６ ２ 
その他 ６ ３ 

合計 ５２ １６ 
      （後見内訳） 

区分 法定後見 任意後見 任意代理 遺言 
高齢者 ９ １ ０ ０ 
認知症 ４ ０ ０ ０ 
知的障がい者 １ ０ ０ ０ 
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精神障がい者 １ ０ ０ ０ 
身体障がい者 ０ ０ ０ ０ 
未成年 １ ０ ０ ０ 

合計 １６ １ ０ ０ 
（４）受任・契約実績 

① 新規受任件数 

年度 補助 保佐 後見 合計 
かけは

しから

の移行 

成年後見

制度利用

支援事業

利用者 

市長申

し立て 
複数後

見 

元 １ ５ ８ １４ ４ ０ ７ ２ 
２ ０ １ ４ ５ ２ ２ ４ ２ 

② 市民後見人受任件数（社協との複数後見） 
 ２件 

③ 年度末時点での受任件数 

年度 補助 保佐 後見 合計 
かけは

しから

の移行 

成年後見

制度利用

支援事業

利用者 

市長申

し立て 
複数後

見 

元 ２ ７ １６ ２５ １２ ２ １７ ２ 
２ ２ ７ １６ ２５ ９ ６ １３ ２ 

④ 任意後見契約（受任）件数 
年度 新規任意後見契約 任意後見契約 任意後見監督人選任 複数後見 

元 ０ ４ １ ０ 
２ ０ ４ ２ ０ 

（５）令和２年度三次市市民後見人養成事業（市受託） 
① 令和２年度受講者対象フォローアップ研修 

 開催日 内容 参加者数 
第１回  ６月１３日 成年後見実務演習 １８名 
第２回 １０月２４日 市民後見人活動の実際 １５名 
第３回  ２月２０日 成年後見実務演習（死後事務） １８名 

講師 

備北ひばり法律事務所 弁護士    前田剛志 氏 
広島北部司法書士事務所 司法書士  飯田一生 氏 
平岡社会福祉士事務所 社会福祉士  平岡和子 氏 
市民後見人             成清耕三 氏 
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② 令和２年度成年後見制度講演会 
実施日 １０月３日 
会場 三次市福祉保健センター 
参加者数 ５５名 
内容 「成年後見制度による支えあい～住み慣れた地域で安心して

くらすために～」 
坂下法律事務所  弁護士 坂下宗夫 氏 

③ 「三次市民後見人バンク」「三次市社協生活支援員」登録 
       三次市民後見人バンク登録者 

  ２０名（令和３年３月３１日） 
       三次市社協生活支援員登録者 

  １３名（令和３年３月３１日） 
 

４． 生活福祉資金等貸付相談事業 
 生活福祉資金とは、低所得世帯等への資金の貸付と必要な相談支援を行い、経

済的自立や生活意欲の助長促進を図り、安定した生活を送れるようにすることを

目的とした事業です。新型コロナウイルス感染症の影響で休業や失業された方を

支援するため生活福祉資金特例貸付が開始され、令和２年度は２００件を超える

貸付を行い、総額４１，０００，０００円を超える貸付額となりました。 
 
〔生活福祉資金貸付実績〕 

 
 
 

     
    〔民生資金貸付実績〕 

期末貸付件数 ５件 
新規貸付件数 ０件 

     
    〔相談件数〕    ３１８件 
 
 

期末貸付件数 ２４２件  

新規貸付件数 ２２１件 

内訳）福祉資金       ０件 
   緊急小口資金    ２０件 
   教育支援資金     ０件 

総合支援資金     ０件 
特例緊急小口資金 １５３件 
特例総合支援資金  ４８件 
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    〔新規貸付件数の推移〕 
年 度 元 ２ 

生活福祉資金 ※特例貸付を含む １７件 ２２１件 
民生資金 ０件 ０件 

 
５． 民生委員児童委員活動への支援と連携 

     三次市民生委員児童委員協議会定例理事会、各地区民生委員児童委員協議会へ 

出席し、社協の事業説明や地域課題や個別ケースの共有などを行い、連携と共同

の取組を行いました。 
 

６． 行政、各種関係団体との連携・協働体制の構築 
     三次市の関係部局との連絡会議等を開催、出席し、事業の調整や情報の共有な

どを行い、連携と協働をすすめました。 
     また、三次市社会福祉団体（三次市遺族会連合会、三次市老人クラブ連合会、

三次市身体障害者連合会、三次市認知症の人と家族の会、広島県北三次難聴者・

中途失聴者協会）をはじめとする各団体事業に協力しました。 
 

７． 地域人材確保推進体制整備事業 
三次市内の関係機関や団体が協力しながら福

祉や介護人材の確保や育成・定着に向けた取り

組みを行いました。２月に介護職員の介護負担

軽減のためのオンライン研修会を開催し、３月

には介護や福祉の仕事や施設の魅力を紹介する

展示コーナーを１８の参加団体の協力で市内の

ショッピングセンターにて開設しました。 
 
 
Ⅳ 介護保険事業・障害福祉サービス 
   
   三次市の要介護要支援認定者数は平成２６年度の４，８９８人をピークに減少傾向

にあり、令和２年度では４，４３８人となっています。新型コロナ感染症の影響によ

り、令和２年４月、５月の２か月間は、居宅系サービスの利用が大幅に減少しました。

その一方、施設系サービスの利用は、令和２年度は増加傾向にありました。 
   令和２年度の収支状況は１１事業所中、３事業所は赤字営業となっており、今後も      

利用者数減少が進むと更に法人経営を圧迫することが懸念されます。事業運営では、

徹底的な効率化を推進して、適正人員配置と介護職員の事業所間の連携・相互支援に
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より一定の収益を確保できるよう支出の抑制に努めました。 
   一方、障害福祉サービスでは全国的に１０年前と比較してサービス利用者数が約１．

５倍に増加していて、当法人でも平成３０年度から利用者増の傾向にあります。 
１． 訪問介護（ホームヘルプセンターみよし南／みよし） 

     要介護者・要支援者・障がい者の方が、自宅で自立した生活を送れるようサー 
    ビスの提供を行いました。 

〔介護保険訪問介護事業〕 
年度／区分 年延べ利用者数 月平均利用者数 収入額（円） 

元 26,776 2,231 81,531,379 
２ 24,095 2,008 72,295,958 

   〔障害福祉サービス事業〕 
年度／区分 年延べ利用者数 月平均利用者数 収入額（円） 

元 3,641 303 16,035,650 
２ 4,772 398 16,742,260 

 
２． 通所介護（デイサービスセンターふの／さくぎ／みらさか／みわ／みよし） 

     要介護者・要支援者の方の日常生活上の機能訓練、社会的孤立感の解消、及び 
    心身機能の維持向上を目的とし、自立支援へ取り組みました。 

年度／区分 年延べ利用者数 月平均利用者数 収入額（円） 
元 17,027 1,418 144,326,362 
２ 14,547 1,212 135,148,977 

 
３． 短期入所生活介護（江水園短期入所生活介護） 

     在宅の要介護者、要支援者の方が短期入所され、日常生活上のお世話や機能訓 
    練などを提供しました。 

年度／区分 年延べ利用者数 月平均利用者数 収入額（円） 
元 2,720 226 25,365,639 
２ 3,108 259 30,696,152 

 
４． 居宅介護支援事業（みよし社協居宅介護支援事業所） 

 居宅サービス計画の作成及び介護保険サービス利用の支援を行いました。主 
任介護支援専門員を配置するなど質の高いサービスを提供するよう努めました。 

年度／区分 年延べ利用者数 月平均利用者数 収入額（円） 
元 3,374 281 57,651,610 
２ 2,706 226 47,594,790 
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５． 介護老人福祉施設・認知症対応型共同生活介護 
     入居者一人一人の生活を第一に、穏やかな生活が送れるようサービスの提供を 
    行いました。 
    〔特別養護老人ホーム江水園〕 

年度／区分 年延べ利用者数 1 日平均利用者数 収入額（円） 
元 10,773 29.4 125,817,355 
２ 10,767 29.4 131,597,360 

    〔グループホームみらさか〕 
年度／区分 年延べ利用者数 1 日平均利用者数 収入額（円） 

元 6,084 16.6 65,405,920 
２ 6,172 16.9 66,682,580 

 
６． 介護予防支援業務（みよし社協居宅介護支援事業所） 

     地域包括支援センターみよしから介護予防支援業務の一部を受託し、要支援の 
    方の介護予防サービス計画の作成及び介護予防サービス利用の支援を行いました。 

年度／区分 年延べ利用者数 月平均利用者数 収入額（円） 
元 71 5 287,196 
２ 24 2 97,392 

 
７． 要介護認定調査 

     居宅介護支援事業所及び介護老人福祉施設において、要介護認定調査を受託し、

認定調査を実施しました。 
年度 延調査件数 収入額 
元 ２２３件 ７７７，０００円 
２ ９５件 ３１３，５００円 

 
 
Ⅴ 地域支援（高齢者介護予防）事業 
 

１． 家族介護者交流事業（市受託） 
     在宅で要介護１以上の要介護者を介護さ 

れている家族に対して、介護者の相互交流 
の場を提供しました。 
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 実施日 参加数 内容・実施場所 

第１回 １１月１６日 ７人 
講演「男性脳を生かす在宅介護のコツ」 
場所：広島三次ワイナリー 

第２回 １２月 ８日 ７人 
講演「音楽を楽しみましょう」 
場所：よっしゃ吉舎 

 
２． 食の自立支援事業（市受託）（君田／布野／作木／三良坂） 

     在宅の高齢者の方などを対象に、健康づくりと安否確認などを目的に食事の提

供（弁当）を行いました。デイサービス事業を行う３拠点（作木、布野、三良坂）

で４地域（作木、布野、君田、三良坂）に対して事業を実施しました。 
年度 延利用者数 収入額 
元 ２７３名 ３，９８２，６５０円 
２ ２４５名 ３，３３４，８００円 

 
３． 軽度生活援助事業（市受託）（ホームヘルプセンターみよし／みよし南） 

     おおむね６５歳以上の一人暮らし、又は世帯全員がおおむね６５歳以上の方で、

介護保険の対象とならない家事援助を必要とする在宅の高齢者に対し、週１回程

度訪問し、支援しました。 
年度 延利用者数 収入額 
元 １３３名 １９４，１８０円 
２ ６１名 ８９，０６０円 

 
４． 認知症高齢者生活援助事業（市受託）（ホームヘルプセンターみよし／みよし南） 

     認知症高齢者を介護されている世帯へ、介護者の不在の際に訪問介護員を派遣

し見守り等を行い、介護者の負担軽減を行いました。 
年度 延利用者数 派遣延時間数 収入額 
元 ２６４名 ４２６.８時間 ６８２，５００円 
２ １５７名 １９５.５時間 ２７９，０００円 

 
 
Ⅵ 地域支援（障がい者自立生活支援）事業 
 

１． 移動支援事業（市受託）（ホームヘルプセンターみよし／みよし南） 
     肢体不自由者で外出に支援を必要とする障がいを有する方を対象に、外出等の

支援をしました。 



 - 26 - 
 

年度 延利用者数 収入額 
元 18 名 131,050 円 
２ 34 名 115,220 円 

 
２． 障害児生活訓練事業（市受託） 

     春・夏・冬期の学校の長期の休みの間、在宅の障がい児等に日常生活上必要な

生活指導を行い、障がい児の生活の安定と保護者の就労等を支援しました。 
     ※新型コロナウイルスの影響で夏期開催が 8/11～8/19 に短縮となりました。 

〔利用者数〕 
年度 元 ２ 

実人数 ９８名 ６２名 
延人数 ５８６名 １７１名 

 
３． 要約筆記奉仕員・手話通訳者派遣事業（市受託） 
（１）要約筆記奉仕員派遣事業 

      聴覚に障がいのある方のために、講演やイベントの会場、病院等へ、「三次 
     市要約筆記サークルうかい」の協力を得て、要約筆記奉仕員を派遣しました。 

年度 行政 団体 個人 合計 
元 ３７ ６ １５ ５８ 
２ １２ １ ３０ ４３ 

（２）手話通訳者派遣事業 
      聴覚に障がいのある方のため、講演やイベントの会場、病院等へ、手話通訳 
     者を派遣しました。 

年度 行政 団体 個人 合計 
元 ９ ４ ２２ ３５ 
２ ０ ０ ４０ ４０ 

（３）点字・声の広報等発行事業 
      視覚障がい者、寝たきりの高齢者等に対して、市広報、社協だよりなどの広 
     報紙を、「三次朗読奉仕者友の会」「三次点訳サークルほおずき」の協力を得 
     て、録音テープや点字により情報提供しました。 

種別 利用者数 備考 
録音テープ １３名 広報みよし、議会だより、社協だより 

点訳広報等 ４名 
図書館だより、ほおずきだより、その他依

頼されたものの点訳物 
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Ⅶ その他の福祉サービス 
 

１． 障がい児者ふれあい事業 
     新型コロナウイルスの影響で直接会って

の交流が制限される中、お互いに励まし合

い、気持ちが通じ合えるよう「ふれあい応

援メッセージ」を募集し、約４３０枚のメ

ッセージが集まりました。集まったメッセ

ージを多くの人に見てもらうために、市内

の２か所で展示会を開催しました。 
 

２． 車椅子短期貸出事業 
     病気、けが、術後等により一時的に生活に支障がある方などに対して、車椅子

の貸し出しを行いました。 
年度 元 ２ 

貸出回数 １２３件 ６４件 
 

３． 福祉車両の貸出 
     外出が困難な障がい等を有する方に対して、三次市社会福祉協議会が保有する

福祉用車両を貸し出ししました。 
年度 元 ２ 

貸出回数 ２１回 １１回 
 

４． 産前・産後ヘルパー派遣事業（市受託）（ホームヘルプセンターみよし／みよし南） 
 妊娠期または産後に、日中家事や育児の支援が必要な方ヘへルパーの派遣を行

いました。 
年度 延利用者数 収入額 
元 ７５名 ２７８，４１０円 
２ ２８名 １１６，８７０円 

 
５． 障がい者福祉団体との連携と支援 

     障がい児者とその家族、ボランティアの交流行事の開催にあたり、三次市身体

障害者連合会や障がいのある子供たちと親の会など当事者団体と連携しました。 
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Ⅷ 共同募金事業・日本赤十字社事業への協力 
 

１． 共同募金事業 
     共同募金運動に、三次市共同募金委員会事務局として事業実施に携わりました。

地域福祉事業の重要な社会資源の一つと位置付けて、新型コロナ感染症拡大防止

に配慮しつつ広報や街頭募金活動などへ協力して取り組みました。 
〔募金実績〕 

年度 令和元年度 令和 2 年度 
目標額 13,340,000 13,340,000 
実績額 11,115,761 9,932,126 
達成率 83.33% 74.45% 

 
〔令和元年度共同募金配分（令和２年度事業充当分）〕 

※令和２年度配分事業は、令和元年度の募金が充当されています。 
 

２． 日本赤十字社事業への協力 
     令和２年度の日本赤十字社会費と寄付金の実績は、４，７９３，５５０円とな

りました。また、災害義援金などの募集、送金も行いました。 

配分種別 配分事業 金額 件数 内訳 
県域配分 
(A 募金) 

地域福祉推

進特別事業

配分 

950,000 3 ①権利擁護センターもみじ事業 

500,000 
②ボランティアはるかぜネット事業 

400,000 
③被災者生活サポートボラネット事業 

50,000 

地域配分 
(B 募金) 

三次市共同

募金委員会

地域配分 

6,967,761 152 分会名 件数 金額 
三次 
君田 
布野 
作木 
吉舎 
三良坂 
三和 
甲奴 

62 
15 

9 
7 

23 
12 
14 
10 

2,872,847 
371,180 
384,382 
400,420 

1,086,247 
750,349 
672,284 
430,052 

合計 7,917,761 155  
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     地域では、赤十字奉仕団活動の支援、救急救命講習の開催など、赤十字活動の

普及に努めました。 

 
会費 

(500 円以上) 
寄付金 

(500 円未満) 
合計 前年度実績 

実績額 4,469,500 円 324,050 円 4,793,550 円 4,836,300 円 
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    このマークは、社会福祉および社会福祉協議会の「社」を図案化し、 
                  「手をとりあって、明るい社会を建設する姿」を表現しています。 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

社会福祉法人 三 次 市 社 会 福 祉 協 議 会 
       〒728-0013 三次市十日市東三丁目 14 番 1 号 

代表電話 (0824) 63-8975 FAX (0824) 62-6827 
                     E-mail：mycity@cc.wakwak.com 

  http://www.miyoshi-shakyo.com/ 
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